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☆ 『 ｸﾗｽ対 抗 リ レ ー １ 位 ！ ２ Ｂ ！ ２ 位 ！ ２ Ｅ ！ 』
先 週 の １ 日 （ 木 ） に 行 わ れ た 『 か さ ぎ の 祭 体 育 の 部 』 の

「 ク ラ ス 対 抗 リ レ ー 」 に お い て ， １ 位 ２ Ｂ ， ２ 位 ２ Ｅ で ２ 学

年 代 表 が “ ワ ン ツ ー フ ィ ニ ッ シ ュ ” を 見 事 に 達 成 し ま し た 。

☆ 『 長 縄 跳 び ２ 位 ！ ・ 総 合 ３ 位 ！ ２ Ｄ 』
「 長 縄 跳 び 」で は ，２ Ｄ が『 ３ ６ 回 』を 跳 び ，全 学 年 で ２ 位 に 入 り ま し た 。（ ２ Ｆ 29 回 ，

２ Ａ 26 回 ） さ ら に ， ２ Ｄ は ， 総 合 で も ３ 位 入 賞 と 大 健 闘 し ま し た 。 お め で と う ！

☆ 台 湾 学 ㉚ 『 森 於 菟 』 ～ 森 鴎 外 の 長 男 ， 医 学 教 育 に 貢 献 ～
も り お と も り お う が い

森 於 菟 （ 1890 ～ 1967） は ， 有 名 な 文 豪 森 鷗 外 の 長 男 で 解 剖 学 者 で あ る 。 1906
お と おう がい

（ 明 治 39） 年 に 新 渡 戸 稲 造 が 校 長 を 務 め る 第 一 高 等 学 校 （ 旧 制 一 高 ） に 入 学

す る 。 後 年 ， 台 北 帝 国 大 学 医 学 部 設 立 （ 1936 年 ） に あ た り ， 解 剖 学 教 授 と し

て 迎 え ら れ ， 日 本 敗 戦 後 も 留 用 さ れ て 中 華 民 国 に お け る 新 制 台 湾 大 学 医 学 院

で も 教 鞭 を と り ， 台 湾 の 医 学 教 育 に 大 き く 貢 献 す る 。 ま た ， 父 の 森 鷗 外 も た

っ た 3 か 月 と い う 短 期 間 （ 1895 年 ） で は あ っ た が 台 湾 総 督 府 衛 生 総 務 部 長 と

し て 台 湾 に 赴 任 し て い た こ と が あ る 。 と こ ろ で ， 於 菟 と は 珍 し い 名 前 だ が ，
お と

鴎 外 が 中 国 の 古 書 『 左 伝 』 か ら 虎 （ 寅 年 生 ま れ の た め ） を 意 味 す る 「 於 菟 」

を 取 っ て 付 け た と い う 。 鷗 外 の 「 子 ど も た ち が 国 際 人 に な っ た 時 に 困 ら な い

よ う に 」と い う 考 え か ら だ そ う で あ る 。こ の 考 え 方 に よ り ，長 男 真 章
ま く す

（ Max）・ 二 男 富（ Tom）・ 三 男 礼 於（ Leo）・ 四 男 樊 須（ Hans）・ 五 男 常 治（ George）
とむ れ お は ん す じ よ う じ

の よ う に 於 菟 の 子 ど も 達 に も 命 名 さ れ て い る 。 於 菟 は ， 赴 任 に あ た り 父 鷗 外 の

大 量 の 遺 品 を 台 湾 に 運 び ， 士 林 の 洞 窟 に 疎 開 さ せ た た め ， 森 鷗 外 の 貴 重 な 遺 品

や 資 料 が 戦 災 を 免 れ 奇 跡 的 に 後 世 に 伝 え ら れ る こ と に な っ た の で あ る 。 日 本 へ

の 貴 重 品 の 輸 送 費 は ， 於 菟 へ の 強 い 信 頼 感 に よ り 台 湾 医 学 会 が 出 し て く れ た と

い う 。 2004 年 に 台 湾 大 学 医 学 部 本 館 に 「 森 於 菟 先 生 」 の 胸 像 が 設 置 さ れ て い る 。
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